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第 １ 編　機械設備工事費の積算

─　　─１₈

４ － ２ 　設計書の様式
　⑴　構成書類

　設計書の構成書類は，次のようなものをいう。
　　①　鏡（総括表）
　　　　設計書の鏡の部分 表－ 4 ・ 1
　　②　内訳書　　　　　 表－ 4 ・ 2　 

設計書の本体部分
　　③　単価表　　　　　 表－ 4 ・ 3
　　　　　　　　　　　　 表－ 4 ・ 5
　　④　鋼材内訳書　　　 表－ 4 ・ 4
　　⑤　設計図面
　　⑥　仕様書
　　⑦　特記仕様書　  契約図書で一般に設計書に添付する
　　⑧　工程表

表－ 4 ・ 1 　設計書の例
様式－ １

工 事 名 ○○設備　製作・据付工事設計書

工 事 地 名

工 期 令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで　　日間

設 計 説 明

合計　　　　　　円（消費税及び地方消費税　　　　　　　円を含む） 工事価格　　　　　　円

工 事 内 容

（つづく）

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

（ １ ・④・　）₃
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４章　設計書

─　　─１₉

表－ 4 ・ 1 　設計書の例 （つづき）

設　計　内　訳　書

工事区分 工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

製 作 工 式 １ ○○○○○

○○設備製作 〃 １ ○○○○○

直接製作費 〃 １ ○○○○

材 料 費 〃 １ ○○○ 第○号内訳書

機器単体費 〃 １ ○○○○ 第○号単価表

労 務 費 〃 １ ○○○○ 第○号内訳書

塗 装 費 〃 １ ○○ 第○号　〃　

直 接 経 費 〃 １ ○○ 第○号　〃　

間接労務費 〃 １ ○○○

純 製 作 費 〃 １ ○○○○○

工場管理費 〃 １ ○○○

製 作 原 価 〃 １ ○○○○○

据 付 工 〃 １ ○○○○○

○○設備据付 〃 １ ○○○○

直接工事費 〃 １ ○○○○

輸 送 費 〃 １ ○○○ 第○号内訳書

材 料 費 〃 １ ○○○ 第○号　〃　

労 務 費 〃 １ ○○○ 第○号　〃　

塗 装 費 〃 １ ○○○ 第○号　〃　

直 接 経 費 〃 １ ○○○ 第○号　〃

仮 設 費 〃 １ ○○○ 第○号　〃　

共通仮設費 〃 １ ○○○○

共通仮設費（率分） 〃 １ ○○○

純 工 事 費 〃 １ ○○○○○

現場管理費 〃 １ ○○○

据付間接費 〃 １ ○○○

据付工事原価 〃 １ ○○○○○

設計技術費 〃 １ ○○○○○

工 事 原 価 〃 １ ○○○○○

一般管理費等 〃 １ ○○○○

工 事 価 格 〃 １ ○○○○○○

消費税等相当額 〃 １ ○○○○

工 事 費 計 〃 １ ○○○○○○

（ １ ・④・　）₄
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第 ２編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

1 章　一般共通　／25
2 章　河川用水門設備　／61
3 章　ダム用水門設備　／166
4 章　ゴム引布製起伏ゲート設備　／283
5 章　揚排水ポンプ設備　／286
6 章　除塵設備　／354
7 章　ダム施工機械設備　／405
8 章　トンネル換気設備　／420
9 章　トンネル非常用施設　／447
10章　消融雪設備　／473
11章　道路排水設備　／516
12章　共同溝付帯設備　／536
13章　車両重量計設備　／544
14章　ダム管理設備　／547
15章　鋼製付属設備　／560
16章　塗　装　／593

本書で使用している単価等一覧表
①材料単価 「建設物価」，「Web 建設物価」 令和 5年 4月号 東京地区単価

②労務単価
「公共工事設計労務単価」 令和 5年 3月から適用 東京地区単価
「機械設備製作工」，「機械設備据付工」の標準賃金 令和 5年 3月から適用
「電気通信技術者」の標準賃金 令和 5年 3月から適用

③建設機械等賃料 「建設物価」 令和 5年 4月号 関東地区単価
④建設機械等損料 「建設機械等損料算定表（国土交通省）」 令和 5年度版

　積算例で使用している価格は，発注機関（国土交通省，都道府県，市町村等）のものを，
そのまま使用しているものではありません。
　このため，実際の積算や見積りにあたっては，積算・見積り時点，施工場所，購入条件
などを十分考慮した適切な積算価格で算定し，単価表，内訳書を作成して下さい。
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─２₆

第 ３　請負工事費の構成
　請負工事費の構成は，次のとおりとする。
　 １ 　請 負 工 事 費

　 ２ 　製 作 原 価

　 ３ 　据付工事原価

請負工事費

工　事　価　格 工 事 原 価
製 作 原 価

据付工事原価

設計技術費

一般管理費等

消費税等相当額

製 作 原 価

直 接 製 作 費

材 料 費
機器単体費
労 務 費
塗 装 費
直 接 経 費

純 製 作 費

間 接 製 作 費
間接労務費

工場管理費

据付工事原価

直 接 工 事 費

輸 送 費
材 料 費
労 務 費
塗 装 費
直 接 経 費

純 工 事 費

間 接 工 事 費

共通仮設費

現場管理費

仮 設 費

据付間接費

（ ２ ・①・　）２
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₅２

基準 表－ １ ・ ３ 　間接労務費率 （％）

工　種　区　分 間接労務費率 備　　　　　　考

水門設備，除塵設備，
ダム施工機械設備 ₇₅ 水門設備のうち小形水門設備は除く

小形水門設備，
消融雪設備，鋼製付属設備 ₆₀ 　

揚排水ポンプ設備，
トンネル換気設備 ₉₀ 　

基準 表－ １ ・ ４ 　工場管理費率 （％）

工　種　区　分 工場管理費率 備　　　　　　考

水門設備，除塵設備，
ダム施工機械設備 ２₀ 水門設備のうち小形水門設備は除く

小形水門設備，
消融雪設備，鋼製付属設備 ２₅ 　

揚排水ポンプ設備，
トンネル換気設備 ₃₅ 　

基準 表－ １ ・ ５ 　新設工事輸送費（沖縄・離島を除く）
区　　　　　分 輸　　送　　費［円］ 「ｘ」の定義

河川用
水門設備

小
形
水
門

プレートガーダ構造
ローラゲート

ｙ＝（１₇．２ｘ＋₄２）×Ｄ＋２１２，₀₀₀

扉体面積［㎡／門］×門数

プレートガーダ構造
スライドゲート

中
・
大
形
水
門
，堰

プレートガーダ構造
ローラゲート ｙ＝（１₇．₈ｘ＋１₄₆）×Ｄ＋２１２，₀₀₀

プレートガーダ構造
角落しゲート ｙ＝（１２．₅ｘ＋１₉₉）×Ｄ＋２１２，₀₀₀

シェル構造ローラゲート
（ｘ×Ｄ＜１，₅₀₀の場合）
　 ｙ＝（１₃₅ｘ－１，₅₉₄）×Ｄ＋₅１，₀₀₀

（ｘ×Ｄ≧１，₅₀₀の場合）
　 ｙ＝（₆₀．₉ｘ－₇１₇）×Ｄ＋１１₆，₀₀₀

起
伏
堰

起伏ゲート ｙ＝（１２．₅ｘ＋１₉₉）×Ｄ＋２１２，₀₀₀

ダム用
水門設備

放
流
設
備

三方水密ラジアルゲート 　ｙ＝（₃₀．₇ｘ－２₄２）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀

扉体面積［㎡／門］×門数
四方水密ラジアルゲート 　ｙ＝（２₅２ｘ－₆₄₃）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀

制
水
設
備

四方水密ローラゲート 　ｙ＝（１₀₅ｘ＋₆₉₄）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀

四方水密スライドゲート 　ｙ＝（₅₅．₈ｘ＋₇₉₇）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀

放
流
管

大容量放流管 　ｙ＝（１２．₄ｘ－₈１１）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀ 放流管体積［㎥］×条数

大容量放流管（整流板のみ） 　ｙ＝（₆．１₇ｘ－１₇₀）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀ 面積［㎡］×面数

小容量放流管 　ｙ＝（₇．₄２ｘ＋２₈）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀ 放流管体積［㎥］×条数
取
水
設
備

直線多段ゲート 　ｙ＝（₅₅．₅ｘ＋₉２２）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀ 扉体面積［㎡／門］×門数

円形多段ゲート 　ｙ＝（１１２ｘ－１₃２）×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀ 体積［㎥］×門数

小容量放流設備用ゲート・バルブ 　ｙ＝（１．₅₄ｘ－₉₈₀）×Ｄ＋₆₃，₀₀₀ 口径［㎜］×門数
（適用範囲：ｘ≧₇₀₀）

（つづく）

（ ２ ・①・　）２₈
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１ 章　一般共通

─　　─₅₃

基準 表－ １ ・ ５ 　新設工事輸送費（沖縄・離島を除く） （つづき）
区　　　　　分 輸　　送　　費［円］ 「ｘ」の定義

ゴム引布製起伏ゲート設備
（ｘ×Ｄ＜１，₅₀₀の場合）
　 ｙ＝（１₇．₄ｘ＋１２）×Ｄ＋₅１，₀₀₀

（ｘ×Ｄ≧１，₅₀₀の場合）
　 ｙ＝（₇．₈₀ｘ＋ ₅ ）×Ｄ＋１１₆，₀₀₀

扉体面積［㎡／門］×門数

揚排水ポンプ
設備

固定機場 　ｙ＝（₇．₇₀ｘ＋₈₀₅）×Ｄ＋１₀₄，₀₀₀ ポンプ吐出量
［㎥／min］×台数水中ポンプ（φ₄₀₀㎜以上） 　ｙ＝（１１．₀ｘ＋２₆₄）×Ｄ＋１₀₄，₀₀₀

水中ポンプ（φ₄₀₀㎜未満） 「道路排水設備」に準じる。

除塵設備 　ｙ＝₅₃．₄ｘ×Ｄ＋２１₆，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

ダム施工機械設備 　ｙ＝２₆．₆ｘ×Ｄ＋１，２２₆，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

トンネル
換気設備

ジェットファン・
ブースタファン 　ｙ＝（₀．２₃ｘ－₇２）×Ｄ＋１₇₆，₀₀₀ ファン口径［㎜］×基数

（適用範囲：ｘ≧１，₀₀₀）
トンネル
非常用施設 消火設備 　ｙ＝₇₃．₉ｘ×Ｄ＋１₇₀，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

消融雪設備

消雪設備（散・送水管） 　ｙ＝₇１．₅ｘ＋２₅，₀₀₀ 散・送水管の延長［ｍ］

消雪設備
（ケーシング管・
ストレーナ・揚水管）

　ｙ＝₃₄₈ｘ＋₇₃，₀₀₀ ケーシング管＋ストレーナ
＋揚水管の延長［ｍ］

融雪設備 　ｙ＝₃₃₇ｘ＋２₄，₀₀₀ 融雪面積［㎡］

道路排水設備
（φ₄₀₀㎜未満の揚排水ポンプ含む） 　ｙ＝（₀．₈₅ｘ＋₄₄）×Ｄ＋１₀₃，₀₀₀ ポンプ口径［㎜］×台数

共同溝付帯設備 　ｙ＝２１₅ｘ×Ｄ＋₆₉，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

駐車場設備 　ｙ＝₃₀．₆ｘ×Ｄ＋１₈₀，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

車両重量計
設備

重量計
（ｘ×Ｄ＜１，₅₀₀の場合）
　 ｙ＝₈₃．₉ｘ×Ｄ＋₅１，₀₀₀

（ｘ×Ｄ≧１，₅₀₀の場合）
　 ｙ＝₃₇．₈ｘ×Ｄ＋１１₆，₀₀₀

対象設備質量［ｔ］

軸重計 　ｙ＝₇₅．１ｘ×Ｄ＋１₄₀，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

道路用昇降設備 　ｙ＝₈₈．２ｘ×Ｄ＋１₃₀，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

ダム管理設備

昇降設備（エレベーター） 「道路用昇降設備」に準じる。 　

流木止設備
　ｙ＝₅２．₉ｘ×Ｄ＋１₉₉，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

係船設備

遠方監視操作制御設備 　ｙ＝₈₉．₉ｘ×Ｄ＋₉₈，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

鋼製付属設備 　ｙ＝₃₈．₃ｘ×Ｄ＋₈１，₀₀₀ 対象設備質量［ｔ］

　（注）　 １  ．輸送費［円］の算定式において，「ｘ」は「ｘの定義」によるものとし，［Ｄ］は想定輸送距離
［㎞］，「対象設備質量」は輸送品の質量［ｔ］とする。なお，輸送費［円］は１，₀₀₀円未満を切り捨てる。

　　　　 ２ ．各算定式は，各章で定める構成機器全ての輸送費である。
　　　　 ₃ ．揚排水ポンプ設備には，救急排水ポンプ設備は含まれないことから，別途積上げる。
　　　　 ₄ ．消融雪設備は，プレキャスト製品の輸送には適用しないものとし，別途積上げる。
　　　　 ₅  ．「鋼製付属設備」の算定式は，鋼製付属設備単独の工事及び水門等に付随する管理橋に適用するも

のとし，他の設備の算定式には付随する鋼製付属設備（手摺，防護柵，タラップ及び埋設する据付架
台等）を含んでいる。

（ ２ ・①・　）２₉
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₇₆

②　中・大形水門
≪別表－ １ 　主要部材範囲⑶≫
　プレートガーダ構造ローラゲート（普通ローラゲート）

［扉体部］

［ロッカビーム本体］

［底部戸当り金物］ ［上部戸当り金物］（四方水密の場合）

［側部戸当り金物
 パターン ₁ ］

［側部戸当り金物
 パターン ２ ］

（ ２ ・②・　）₁₆
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₁₀₈

≪参考③≫
プレートガーダ構造ローラゲート工程（工場製作）

写真－ ２ ・１₄　材料採寸・罫書・切断 写真－ ２ ・１₅　溶接

写真－ ２ ・１₆　歪取り 写真－ ２ ・１₇　仮組立

写真－ ２ ・１₈　塗装（ステンレス・酸洗い） 写真－ ２ ・１₉　検査（工場）

（ ２ ・②・　）₄₈
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２ 章　河川用水門設備

─　　─₁₀₉

プレートガーダ構造ローラゲート工程（据付）

写真－ ２ ・２１　輸送写真－ ２ ・２₀　現場調査・測量

写真－ ２ ・２２　据付架台設置 写真－ ２ ・２₃　戸当り据付

写真－ ２ ・２₄　扉体据付 写真－ ２ ・２₅　開閉装置据付

（ ２ ・②・　）₄₉
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２ 章　河川用水門設備

─　　─₁₁₁

２ － ３ 　積算例 ①鋼製（SM400）
　工事概要
　　本工事は，中・大形水門河川用プレートガーダ構造ローラゲート（三方水密 ワイヤロープウイ

ンチ式），純径間₁₀ｍ×有効高（扉高） ₆ ｍ× ２ 門の工場製作及び据付工事の積算である。

　工事数量

河 川 用 水 門 設 備

河 川 用 水 門

ゲート形式 プレートガーダ構造ローラゲート
（三方水密 ワイヤロープウインチ式）

扉体面積 ₁₀ｍ× ₆ ｍ＝₆₀㎡

純径間 ₁₀ｍ

有効高（扉高） ₆ ｍ

製作・据付数 ２ 門

開閉装置形式 ₁ Ｍ ２ Ｄ（ドラム直結式），休止装置無し

開閉荷重 ₁２₀kN

揚　程 ₈ ｍ

戸当り総延長 径間＝₁₀m　側部戸当り＝（ ₆ m＋ ₈ m）× ２ 本＝２₈ｍ
₁₀m＋２₈m＝₃₈m

戸当り延長
（片側側部戸当り高さ）× ２＋純径間
（垂直部＋余裕高）× ２＋水平部
（ ₆ m＋ ₈ m）× ２＋₁₀m＝₃₈ｍ

階　段 配管用炭素鋼鋼管（ガス管） 黒ねじ無し管（SGP）２₅A　₁₀₃m

防護柵 　　　　　　　 　　　　〃　 　　　　　　　　　　２₁₄m

組立架台 Ｈ形鋼 ₈，₁₄₆kg

輸送距離 ２₀₀㎞

工　　事　　名 ○○水門設備 製作・据付工事設計書

工　事　地　名 ○○県○○市○○町○○地先

工　　　　　期 令和○○年○○月○○日から令和○○年○○月○○日までの○○日間

設　計　説　明 　

　合計 ２₄₈，₁₉₃，₀₀₀円（消費税及び地方消費税 ２２，₅₆₃，₀₀₀円を含む） 工事価格 ２２₅，₆₃₀，₀₀₀円

工　事　内　容 河川用水門，プレートガーダ構造ローラゲート，
純径間₁₀ｍ×有効高（扉高） ₆ ｍ× ２ 門の製作・据付工事

（つづく）

（ ２ ・②・　）₅₁
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₁₁２

設　計　内　訳　書

工事区分 工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　要

製作工 　 　 　 　 式 ₁ ₁₃₈，₀₀₅，₆₄₀ 　

　 河川用水門
設備製作 　 　 〃 ₁ ₉₅，₉₀₁，₆₄₀ 　

　 　 水門設備 　 　 〃 ₁ ₇₇，₇₁₃，₆₃₀ 　

　 　 　 扉体 　 門 ２ ２₃，２₃₀，₆₉₃ ₄₆，₄₆₁，₃₈₆ 第 １ 号単価表

　 　 　 戸当り 　 門分 ２ ₁₀，₉₈₇，₇₇₈ ２₁，₉₇₅，₅₅₆ 第 ₄ 号　〃

　 　 　 開閉装置 ₁ Ｍ ２ Ｄ 基 ２ ₄，₆₃₈，₃₄₄ ₉，２₇₆，₆₈₈ 第 ₇ 号　〃

付属設備 　 　 式 ₁ ₁，₁₉₈，₄₅₄ 　

　 階段 　 基 ₁ ₇₈₁，₅₁₆ 第１₀号単価表

　 防護柵 　 〃 ₁ ₄₁₆，₉₃₈ 第１₄号　〃

減速機・
操作制御設備 （機器単体費） 式 ₁ ₁₀，₄₁₀，₀₀₀ 　

　 機側操作盤 （　〃　） 面 ₁ ２，₃₀₀，₀₀₀ 第１₇号単価表

　 減速機･電動機（　〃　） 式 ₁ ₅，₄₆₀，₀₀₀ 第 １ 号内訳書

　 水位測定装置（　〃　） 〃 ₁ ₁，₈₅₀，₀₀₀ 第 ２ 号　〃

　 電気設備 （　〃　） 〃 ₁ ₈₀₀，₀₀₀ 第 ₃ 号　〃

　 工場塗装工 　 　 〃 ₁ ₆，₅₇₉，₅₅₆ 　

　 工場塗装費
（扉体） 〃 ₁ ₄，₄₉₁，₈₃₈ 第 ₄ 号内訳書

　 　 工場塗装費
（戸当り） 〃 ₁ ₁，₀₃₅，₃２₀ 第 ₅ 号　〃

　 　 　 工場塗装費
（開閉装置） 〃 ₁ ₃₈₇，₇₆₀ 第 ₆ 号　〃

　 　 　 工場塗装費 
（階段･防護柵） 〃 ₁ ₆₆₄，₆₃₈ 第 ₇ 号　〃

　 間接労務費 　 〃 ₁ ２₇，₇２₄，₀₀₀ 第 ₈ 号　〃

純製作費 〃 ₁ ₁２₃，₆２₅，₆₄₀ 

　 工場管理費 〃 ₁ ₁₄，₃₈₀，₀₀₀ 第 ₉ 号内訳書

製作原価 　 　 〃 ₁ ₁₃₈，₀₀₅，₆₄₀ 　

（つづく）

（つづき）

（ ２ ・②・　）₅２
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２ 章　河川用水門設備

─　　─₁₁₃

工事区分 工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　要

据付工 　 　 　 式 ₁ ₄₁，₆₆₉，₈₆₉ 　

　 工場製品輸送工 　 　 〃 ₁ ₆₆₈，₀₀₀ 　

　 　 輸送費 　 〃 ₁ ₆₆₈，₀₀₀ 第１₀号内訳書

水門設備据付 　 　 〃 ₁ ₁₉，₅₇₉，₈₆₉ 

　 水門設備据付 　 〃 ₁ ₁₉，₅₇₉，₈₆₉

　 　 据付
（河川用水門） 〃 ₁ ₁₅，₁₆２，₅₈２ 第１１号内訳書

　 　 　 据付
（鋼製付属設備） 〃 ₁ ２₄₀，₇₁₇ 第１２号　〃

　 　 　 電線類敷設 　 〃 ₁ ₇₉₀，₁₈₀ 第１₃号　〃

　 　 　 機械経費 　 〃 ₁ ₃，₀₇₉，₄₃₆ 第１₄号　〃

　 　 　 直接経費 　 〃 ₁ ₃₀₆，₉₅₄ 第１₅号　〃

共通仮設費 〃 ₁ ２，₉₁₃，₀₀₀ 

共通仮設費
（率分） 〃 ₁ ２，₉₁₃，₀₀₀ 第１₆号内訳書

純工事費 〃 ₁ ２₃，₁₆₀，₈₆₉ 

現場管理費 〃 ₁ ₄，₅₉₇，₀₀₀ 第１₇号内訳書

据付間接費 〃 ₁ ₁₃，₉₁２，₀₀₀ 第１₈号　〃

据付工事原価 〃 ₁ ₄₁，₆₆₉，₈₆₉

設計技術費 〃 ₁ ₄，₁₈₆，₀₀₀ 第１₉号内訳書

工事原価 〃 ₁ ₁₈₃，₈₆₁，₅₀₉ 

一般管理費等 〃 ₁ ₄₁，₇₆₈，₄₉₁ 第２₀号内訳書

工事価格 〃 ₁ ２２₅，₆₃₀，₀₀₀ 

消費税等
相当額 〃 ₁ ２２，₅₆₃，₀₀₀ 工事価格×₀．₁₀

工事費計 〃 ₁ ２₄₈，₁₉₃，₀₀₀

（つづき）

（ ２ ・②・　）₅₃
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─　　─₁₁₅

第 ₄ 号 工場塗装費（扉体） A－ １  内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

扉 体 塗 装 費 ジンクリッチペイント＋
エポキシ樹脂系 門 ２ ２，２₄₅，₉₁₉ ₄，₄₉₁，₈₃₈ （注）

計 　 　 　 　 ₄，₄₉₁，₈₃₈ 　

（注）　基準 表－ ２ ・１２ 塗装費率より（中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート）。
　　　工場塗装費（扉体）＝製作直接労務費（第 ₃ 号単価表）×塗装費率（２₁％）
　　　　　　　　　　　 ＝₁₀，₆₉₄，₈₅₃円×₀．２₁≒２，２₄₅，₉₁₉円
　　　 　塗装仕様は，「機械工事塗装要領（案）・同解説」により，Ａ－ １ （ジンクリッチペイント＋エポキシ

樹脂系）とする。
　　　　詳細は，第 ２ 編 １₆章塗装 １₆－ ２ 積算基準の解説 《解説 １ 》参照。

第 ₅ 号 工場塗装費（戸当り） A－ １  内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

戸 当 り 塗 装 費 ジンクリッチペイント＋
エポキシ樹脂系 門分 ２ ₅₁₇，₆₆₀ ₁，₀₃₅，₃２₀ （注）

計 　 　 　 　 ₁，₀₃₅，₃２₀ 　

（注）　基準 表－ ２ ・１２ 塗装費率より（中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート）。
　　　工場塗装費（戸当り）＝製作直接労務費（第 ₆ 号単価表）×塗装費率（₁₁％）
　　　　　　　　　　　　 ＝₄，₇₀₆，₀₀₇円×₀．₁₁≒₅₁₇，₆₆₀円
　　　 　塗装仕様は，「機械工事塗装要領（案）・同解説」により，Ａ－ １ （ジンクリッチペイント＋エポキシ

樹脂系）とする。
　　　　詳細は，第 ２ 編 １₆章塗装 １₆－ ２ 積算基準の解説 《解説 １ 》参照。

第 ₆ 号 工場塗装費（開閉装置） Ｃ－ ２  内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

開 閉 装 置 塗 装 費
ジンクリッチペイント＋
エポキシ樹脂系＋
ポリウレタン樹脂系

基 ２ ₁₉₃，₈₈₀ ₃₈₇，₇₆₀ （注）

計 　 　 　 　 ₃₈₇，₇₆₀ 　

（注）　基準 表－ ２ ・１２ 塗装費率より（中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート）。
　　　工場塗装費（開閉装置）＝製作直接労務費（第 ₉ 号単価表）×塗装費率（ ₇ ％）
　　　　　　　　　　　　　 ＝２，₇₆₉，₇２₁円×₀．₀₇≒₁₉₃，₈₈₀円
　　　 　塗装仕様は，「機械工事塗装要領（案）・同解説」により，C－ ２ （ジンクリッチペイント＋エポキシ

樹脂系＋ポリウレタン樹脂系）とする。
　　　　詳細は，第 ２ 編 １₆章塗装 １₆－ ２ 積算基準の解説 《解説 １ 》参照。
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₁₁₆

第 ₇ 号 工場塗装費（階段・防護柵） Ｃ－ ２ （大気部） 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

階 段 塗 装 費
ジンクリッチペイント＋
エポキシ樹脂系＋
ポリウレタン樹脂系

㎡ ₄₆ ₈，₅２₁ ₃₉₁，₉₆₆ 第２₅号単価表

防 護 柵 塗 装 費 〃 〃 ₃２ ₈，₅２₁ ２₇２，₆₇２ 　　 〃

計 　 　 　 　 ₆₆₄，₆₃₈ 　

（注）　Ｐ₃₇の（ ₄ ）塗装費より，塗装面積の算定は積上げによる。
　　　 　塗装仕様は，「機械工事塗装要領（案）・同解説」により，C－ ２ （ジンクリッチペイント＋エポキシ

樹脂系＋ポリウレタン樹脂系）とする。
　　　　詳細は，第 ２ 編 １₆章塗装 １₆－ ２ 積算基準の解説 《解説 １ 》参照。

第 ₈ 号 間接労務費 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

間 接 労 務 費 　 式 ₁ 　 ２₇，₇２₄，₀₀₀ （注）

計 　 　 　 　 ２₇，₇２₄，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ １ ・ ₃  間接労務費率より。
　　　　　　　　　　　　　　　　　対象額＝製作労務費｛扉体（第 ₃ 号単価表）＋戸当り（第 ₆ 号単価表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋開閉装置（第 ₉ 号単価表）｝× ２ 門分＝₃₆，₃₄₁，₁₆２円
　　　　　　　　　　　　　　　　　間接労務費率＝₇₅％
　　　　　　　　　　　　　　　　　間 接 労 務 費＝₃₆，₃₄₁，₁₆２円×₀．₇₅≒２₇，２₅₅，₈₇₁円

　　　　　　　　　　　　　　　　　対象額＝製作労務費｛階段（第₁₃号単価表）＋防護柵（第₁₆号単価表）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝₇₈₀，₇₉₇円
　　　　　　　　　　　　　　　　　間接労務費率＝₆₀％
　　　　　　　　　　　　　　　　　間 接 労 務 費＝₇₈₀，₇₉₇円×₀．₆₀≒₄₆₈，₄₇₈円
　　　　間接労務費　①＋②＝２₇，２₅₅，₈₇₁円＋₄₆₈，₄₇₈円≒２₇，₇２₄，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

⎧
⎜
⎜

①水 門 設 備 間 接 労 務 費⎨
⎜
⎜
⎩
⎧
⎜
⎜

②鋼製付属設備間接労務費⎨
⎜
⎜
⎩
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２ 章　河川用水門設備

─　　─₁₁₇

第 ₉ 号 工場管理費 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

工 場 管 理 費 　 式 ₁ 　 ₁₄，₃₈₀，₀₀₀ （注）

計 　 　 　 　 ₁₄，₃₈₀，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ １ ・ ₄  工場管理費率より。
　　　　　　　　　　　　　　　　　対象額＝（直接労務費＋塗装費＋間接労務費）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（第 ₁ 号， 第 ₄ 号， 第 ₇ 号単価表内の労務費計）× ２ 門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（第 ₄ 号， 第 ₅ 号， 第 ₆ 号内訳書合計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（第 ₈ 号内訳書内①）＝₆₉，₅₁₁，₉₅₁円
　　　　　　　　　　　　　　　　　工場管理費率＝２₀％
　　　　　　　　　　　　　　　　　工 場 管 理 費＝₆₉，₅₁₁，₉₅₁円×₀．２₀≒₁₃，₉₀２，₃₉₀円
　　　　　　　　　　　　　　　　　対象額＝（直接労務費＋塗装費＋間接労務費）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（第₁₀号，第₁₄号単価表内の労務費計）＋（第 ₇ 号内訳書）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（第 ₈ 号内訳書内②）＝₁，₉₁₃，₉₁₃円
　　　　　　　　　　　　　　　　　工場管理費率＝２₅％
　　　　　　　　　　　　　　　　　工 場 管 理 費＝₁，₉₁₃，₉₁₃円×₀．２₅≒₄₇₈，₄₇₈円
　　　　工場管理費　①＋②＝₁₃，₉₀２，₃₉₀円＋₄₇₈，₄₇₈円≒₁₄，₃₈₀，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

⎧
⎜
⎜
⎜

①水 門 設 備 工 場 管 理 費⎨
⎜
⎜
⎜
⎩
⎧
⎜
⎜
⎜

②鋼製付属設備工場管理費⎨
⎜
⎜
⎜
⎩

第₁₀号 輸送費 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

輸 送 費 　 式 ₁ 　 ₆₆₈，₀₀₀ （注）

計 　 　 　 　 ₆₆₈，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ １ ・ ₅  新設工事輸送費より。
　　　河川用水門設備（中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート）
　　　　ｘ（扉体面積［㎡／門］×門数）＝（₁₀ｍ× ₆ ｍ）× ２ 門＝₁２₀㎡
　　　　Ｄ（輸送距離）＝２₀₀㎞
　　　　ｙ（輸 送 費）＝（₁₇．₈ｘ＋₁₄₆）×Ｄ＋２₁２，₀₀₀＝₆₆₈，₄₀₀円≒₆₆₈，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

第₁₁号 据付（河川用水門）内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

据 付 材 料 費 水門設備　 式 ₁ 　 ₁，₇₉₈，₉₅₀ 第１₈号単価表

据 付 補 助 材 料 費     〃 〃 ₁ 　 ₅₁₃，₉₈₅ 第１₉号　〃

据 付 労 務 費     〃 〃 ₁ 　 ₁２，₈₄₉，₆₄₇ 第２₀号　〃

計 　 　 　 　 ₁₅，₁₆２，₅₈２ 　

（ ２ ・②・　）₅₇
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₁₁₈

第₁２号 据付（鋼製付属設備）内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

据 付 補 助 材 料 費 階段・防護柵　 式 ₁ 　 ２，₃₈₃ 第２１号単価表

据 付 労 務 費 　　 〃 〃 ₁ 　 ２₃₈，₃₃₄ 第２２号　〃

計 　 　 　 　 ２₄₀，₇₁₇ 　

第₁₃号 電線類敷設 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

電 気 配 線 材 料 費 　 式 ₁ 　 ₇₃，₀₆₀ 第２₃号単価表

電 気 配 線 労 務 費 　 〃 ₁ 　 ₇₁₇，₁２₀ 第２₄号　〃

計 　 　 　 　 ₇₉₀，₁₈₀ 　

第₁₄号 機械経費 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

ク レ ー ン ラフテレーンクレーン２₅ｔ吊 日 ２₈ ₅₅，₀₀₀ ₁，₅₄₀，₀₀₀ 「建設物価」P₈₀₉，（注）

電 気 溶 接 機 エンジンウェルダ（２₃₀～２₅₀A） 〃 ₆₅ ₁，₀₄₀ ₆₇，₆₀₀
「建設物価」P₈₀₇，（〃）
※ ₁ ヶ月を超えるた

め長期割引（₃₅％）

空 気 圧 縮 機 エンジン掛　２．₅㎥／min 〃 ₆₅ ₉₇₅ ₆₃，₃₇₅
「建設物価」P₈₀₅，（〃）
※ ₁ ヶ月を超えるた

め長期割引（₃₅％）

組 立 架 台 式 ₁ ₁，₁２₅，₀₀₀ 第₃₄号単価表

燃 料 費 軽油 ℓ ₁，₆₉₀ ₁₃２ ２２₃，₀₈₀ 「建設物価」P₇₈₈

雑 器 具 損 料 　 式 ₁ ₆₀，₃₈₁ （注）

計 　 　 　 　 ₃，₀₇₉，₄₃₆ 　

（注）₁ ．基準 表－ ２ ・１₈及び表－ ２ ・１₉ 標準運転日数より。
　　　　中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート　据付数 ２ 門
　　　　　当積算では，現場条件を勘案し，ラフテレーンクレーンとする。
　　　　　ｘ（扉体面積）＝₆₀㎡　Ｄ（設備 ₁ 門当りの運転日数）
　　　　　　クレーン
　　　　　　　Ｄ×門数＝（₀．２２ｘ＋₀．₃₃）× ２ 門＝２₇．₀₆≒２₈日（日数は小数第 ₁ 位を切上げし，整数とする）
　　　　　　電気溶接機（現場接合有り）
　　　　　　　Ｄ×門数＝（₀．₅₅ｘ－₀．₅） × ２ 門＝₆₅日（日数は小数第 ₁ 位を切上げし，整数とする）
　　　　　　空気圧縮機　ここでは，電気溶接機と同日使うものとして計上する。

２ ．基準 表－ ２ ・１₇ 標準機械器具より。
　　　　　機械器具費＝（クレーン＋電気溶接機＋空気圧縮機＋組立架台＋燃料費）
　　　　　　　　　　＝₁，₅₄₀，₀₀₀＋₆₇，₆₀₀＋₆₃，₃₇₅＋₁，₁２₅，₀₀₀＋２２₃，₀₈₀＝₃，₀₁₉，₀₅₅円
　　　　　雑器具損料＝機械器具費× ２ ％
　　　　　　　　　　＝₃，₀₁₉，₀₅₅×₀．₀２≒₆₀，₃₈₁円

（ ２ ・②・　）₅₈
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２ 章　河川用水門設備

─　　─₁₁₉

第₁₅号 直接経費 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

コ ン ク リ ー ト
無筋・鉄筋構造物，
２₄－₁２－２₅（２₀）高炉 
W／C₅₅％

㎥ ₅．₅ ２₅，２₀₀ ₁₃₈，₆₀₀ 第₃₅号単価表

型 枠 一般型枠，
鉄筋・無筋構造物 ㎡ ₁₈．₀ ₉，₃₅₃ ₁₆₈，₃₅₄ 第₃₆号　〃

計 　 　 　 　 ₃₀₆，₉₅₄ 　

（注）　二次コンクリート及び型枠の数量は，積上げによる。

第₁₆号 共通仮設費（率分）内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

共 通 仮 設 費（率 分） 　 式 ₁ 　 ２，₉₁₃，₀₀₀ （注）

計 　 　 　 　 ２，₉₁₃，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ １ ・ ₆  共通仮設費率より。
　　　　Ｐ（対象額）＝ 直接工事費（工場製品輸送工＋水門設備据付）＋事業損失防止施設費
　　　　　　　　　　 ＋無償貸付機械等評価額＋支給品費
　　　　　　　　　 ＝（₆₆₈，₀₀₀＋₁₉，₅₇₉，₈₆₉）＋ ₀＋ ₀＋ ₀＝２₀，２₄₇，₈₆₉円
　　　　Kr（共通仮設費率）〔水門設備〕＝Ａ・Ｐb　Ａ＝２₄₀．₉₀　ｂ＝－₀．₁₆₇₅
　　　　　 Kr＝Ａ・Ｐb＝２₄₀．₉₀×２₀，２₄₇，₈₆₉－₀．₁₆₇₅

　　　　　　 ≒₁₄．₃₈₈≒₁₄．₃₉％（小数第 ₃ 位を四捨五入し，第 ２ 位とする）
　　　　Ｋ（共通仮設費）＝Ｐ（対象額）×Kr（共通仮設費率）
　　　　　　　　　　　 ＝２₀，２₄₇，₈₆₉円×₀．₁₄₃₉≒２，₉₁₃，₆₆₈円≒２，₉₁₃，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

第₁₇号 現場管理費 内訳書

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

現 場 管 理 費 　 式 ₁ 　 ₄，₅₉₇，₀₀₀ （注）

計 　 　 　 　 ₄，₅₉₇，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ １ ・ ₇  現場管理費率より。
　　　　Ｐ（対象額）＝純工事費＋無償貸付機械等評価額＋支給品費
　　　　　　　　　 ＝２₃，₁₆₀，₈₆₉＋ ₀＋ ₀＝２₃，₁₆₀，₈₆₉円
　　　　Jo（現場管理費率）〔水門設備〕＝Ａ・Ｐb　Ａ＝₄₄．₇₃　ｂ＝－₀．₀₄₇₉
　　　　　 Jo＝Ａ・Ｐb＝₄₄．₇₃×２₃，₁₆₀，₈₆₉－₀．₀₄₇₉

　　　　　　 ≒₁₉．₈₅₃≒₁₉．₈₅％（小数第 ₃ 位を四捨五入し，第 ２ 位とする）
　　　　Ｊ（現場管理費）＝Ｐ（対象額）×Jo（現場管理費率）
　　　　　　　　　　　 ＝２₃，₁₆₀，₈₆₉円×₀．₁₉₈₅≒₄，₅₉₇，₄₃２円≒₄，₅₉₇，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

（ ２ ・②・　）₅₉
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₁２₄

第 ₇ 号 開閉装置製作（ １ 基当り）単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

開閉装置主要部材費 　 式 ₁ 　 ₁，₁₁₀，₆₃₃ 第 ₈ 号単価表

副 部 材 費 （率計上） 　 〃 ₁ 　 ２₇₁，₄₃₈ （注）

部　 品 　費 （率計上） 　 〃 ₁ 　 ₃₉₆，₇₁₈ （〃）

補助材料費 （率計上） 　 〃 ₁ 　 ₈₉，₈₃₄ （〃）

労 務 費 　 〃 ₁ 　 ２，₇₆₉，₇２₁ 第 ₉ 号単価表

計 　 　 　 　 ₄，₆₃₈，₃₄₄ 　

（注）　 基準 表－ ２ ・ ₅  扉体・戸当り・開閉装置　副部材費率，部品費率及び補助材料費率，
表－ ２ ・ ₆  ワイヤロープウインチ式開閉装置補正係数より。

　　　中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート（三方水密，ワイヤロープウインチ式）
　　　開閉装置： ₁ Ｍ ２ Ｄ（ドラム直結式），休止装置無し
　　　　副 部 材 費（率計上）＝主要部材費×副部材費率（２₆．₀％）×補正係数（Ｆ₁×Ｆ２）≒２₇₁，₄₃₈円
　　　　部　品　費（率計上）＝主要部材費×部 品 費 率（₃₈．₀％）×補正係数（Ｆ₁×Ｆ２）≒₃₉₆，₇₁₈円
　　　　　　　　　　　　　　　構造による補正（Ｆ₁）＝₀．₇₅（休止装置無し）
　　　　　　　　　　　　　   　　　 〃　　　　（Ｆ２）＝₁．２₅（ドラム直結式）
　　　　補助材料費（率計上）＝（主要部材費＋副部材費）×補助材料費率（₆．₅％）≒₈₉，₈₃₄円

第 ₈ 号 開閉装置主要部材費（ １ 基当り）単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

ド ラ ム 鋳鋼 SC₄₅₀ ㎏ ₇２₄ ₈₈₈．２₉ ₆₄₃，₁２₁ 第 ₃ 号鋼材内訳書

シ ー ブ 鋳鉄 FC２₅₀ 〃 ₉₁ ₇₁₄．₁₉ ₆₄，₉₉₁ 　　　 〃

軸 類 熱間仕上げ ステンレス丸鋼
SUS₃₀₄ φ２₅～₁₀₀ 〃 ２₇２ ₉₅₈．₁₀ ２₆₀，₆₀₃ 　　　 〃

フ レ ー ム 鋼板 SM₄₀₀A ｔ＝２₅ 〃 ₇２₄ ₁₉₆．₀２ ₁₄₁，₉₁₈ 　　　 〃

計 　 　 　 ₁，₁₁₀，₆₃₃ 　

（注）　基準 表－ ２ ・ ２  主要部材所要量算定式より。
　　　中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート（三方水密，ワイヤロープウインチ式）
　　　開閉装置： ₁ Ｍ ２ Ｄ（ドラム直結式），休止装置無し
　　　　Ｗ（開 閉 荷 重）＝₁２₀kN
　　　　ｙ（主要部材質量）＝₁₉．₄×Ｗ－₅₁₇＝₁，₈₁₁㎏
　　　　ド ラ ム　₁，₈₁₁㎏×₄₀％＝₇２₄．₄₀≒₇２₄㎏
　　　　シ ー ブ　₁，₈₁₁㎏× ₅ ％＝ ₉₀．₅₅≒ ₉₁㎏
　　　　軸　　類　₁，₈₁₁㎏×₁₅％＝２₇₁．₆₅≒２₇２㎏
　　　　フレーム　₁，₈₁₁㎏×₄₀％＝₇２₄．₄₀≒₇２₄㎏

（計が₁，₈₁₁㎏になるよう調整）

⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

（ ２ ・②・　）₆₄
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２ 章　河川用水門設備

─　　─₁２₅

第 ₉ 号 開閉装置製作労務費（ １ 基当り）単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

機 械 設 備 製 作 工 　 人 ₉₇．₈₇ ２₈，₃₀₀ ２，₇₆₉，₇２₁ （注）

計 　 　 　 　 ２，₇₆₉，₇２₁ 　

（注）　 基準 表－ ２ ・ ₇  標準製作工数，表－ ２ ・ ₉  開閉装置形式による補正係数，
表－ ２ ・１₀ 製作数による補正係数より。

　　　中・大形水門プレートガーダ構造ローラゲート（三方水密，ワイヤロープウインチ式）
　　　開閉装置： ₁ Ｍ ２ Ｄ（ドラム直結式），休止装置無し
　　　　 x ₃　（開閉荷重）＝₁２₀kN　
　　　　 ｙ （標準開閉装置製作工数）＝２．₇₄ x ₃

₀．₈₀₁₆≒₁２₇．₁₈₁≒₁２₇．₁₈人／基
　　　　Ｆ１ ︵構 造 に よ る 補 正）＝₀．₉ （休止装置無し）
　　　　Ｆ２（　　　　　〃　　　　）＝₀．₉ （ドラム直結式）
　　　　 Kn（製 作 数 に よ る 補 正）＝₀．₉₅（製作数 ２ 門）
　　　　 Ｙ （補 正 後 の 製 作 工 数）＝ y×Ｆ１×Ｆ２× Kn＝₁２₇．₁₈×₀．₉×₀．₉×₀．₉₅≒₉₇．₈₆₅≒₉₇．₈₇人／基

第₁₀号 階段（ １ 基当り）単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　　要

直 接 部 材 費 　 式 ₁ 　 ２₃２，₄₀₄ 第１１号単価表

部 品 費 　 〃 ₁ 　 ₇，₈₀２ 第１２号　〃

製 作 補 助 材 料 費 　 〃 ₁ 　 ₃₀，２₁２ （注）

労務費（鋼製付属設備） 　 〃 ₁ 　 ₅₁₁，₀₉₈ 第１₃号単価表

計 　 　 　 　 ₇₈₁，₅₁₆ 　

（注）　付属設備として階段（₁，₅₀₀㎏）を積算し，歩掛は，基準 表－１₈・ ₃  鋼製付属設備の製作補助材料費率を適用
する。

　　　　製作補助材料費＝直接部材費（第₁₁号単価表）×製作補助材料費率（₁₃％）≒₃₀，２₁２円

（ ２ ・②・　）₆₅
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第 ２ 編　機械設備工事積算基準の解説及び積算例

─　　─₁₃₄

第₃₅号 コンクリート　 １ m₃当り単価表 

名　　　　称 積算条件区分 単位 数量 単価 金　額 摘　　　　　要

コンクリート

構造物種別 無筋・鉄筋構造物

m₃ ₁ ２₅，２₀₀ ２₅，２₀₀

第₃₅号単価計算書

Z １ ：「Web 建設物価」
Z ２ ：「建設物価」P₇₈₈

打設工法 コンクリートポンプ車
打設

生コンクリート規格 ２₄－₁２－２₅（２₀）
高炉 W/C ₅₅％

設計日打設量 ₁₀m₃以上₁₀₀m₃未満
養生工の種類 一般養生
圧送管延長距離区分 延長無し

　（注）　₁．　土木工事積算基準 第 ₅ 編施工パッケージ型積算基準  ₅－①コンクリート工より。
　　　　２．　施工パッケージ型積算方式標準単価表 No．₁₅₄－ ₆ より。
　　　　₃．　材料単価は，（一財）建設物価調査会の該当月の単価である。

第₃₅号単価計算書

項目 代表機労材規格 構成比
（％）

東京
（R ₄ 年 ₄ 月）

発注場所：東京
（R ₅ 年 ₄ 月）

機械（Ｋ） ₄．₇₉ － －

K ₁ コンクリートポンプ車［トラック架装・ブーム式］圧送能力₉₀～₁₁₀m₃/h ₄．₇₅ ₅₁，₈₀₀ ₅₁，₈₀₀
K ２ － － －
K ₃ － － －

労務（Ｒ） １₈．₃₄ － －

R ₁ 普通作業員 ₉．₅₄ ２２，₃₀₀ ２₃，₉₀₀

R ２ 特殊作業員 ₃．₁₉ ２₅，₇₀₀ ２₆，₇₀₀

R ₃ 土木一般世話役 ₃．₁₇ ２₆，₅₀₀ ２₈，₉₀₀

R ₄ 運転手（特殊） ₁．₉₅ ２₅，₃₀₀ ２₇，₇₀₀

材料（Ｚ） ₇₆．₈₇ － －

Z ₁ 生コンクリート　高炉　２₄－₁２－２₅（２₀）　W/C ₅₅％ ₇₅．₈₈ ₁₅，₅₀₀ ₁₈，₅₀₀

Z ２ 軽油　パトロール給油 ₀．₉₉ ₁₃₆ ₁₃２
Z ₃ － － －
Z ₄ － － －

市場単価（Ｓ） ₀．₀₀ － －
S ₁ － － －

標準単価（Ｐ）［東京 R₄.₄］＝ ２１，₇２₉（円／m₃）

（機　　　械） ×｛（₄．₇₅──₁₀₀×
₅₁，₈₀₀───₅₁，₈₀₀＋

₀─₀ ×
₀─₀ ＋

₀─₀ ×
₀─₀ ）× ₄．₇₉──────₄．₇₅＋ ₀＋ ₀

（労　　　務） ＋（ ₉．₅₄─₁₀₀ ×
２₃，₉₀₀───２２，₃₀₀＋

₃．₁₉──₁₀₀×
２₆，₇₀₀───２₅，₇₀₀＋

₃．₁₇──₁₀₀×
２₈，₉₀₀───２₆，₅₀₀＋

₁．₉₅──₁₀₀×
２₇，₇₀₀───２₅，₃₀₀）× ₁₈．₃₄────────────₉．₅₄＋₃．₁₉＋₃．₁₇＋₁．₉₅

（材　　　料） ＋（₇₅．₈₈─₁₀₀ ×
₁₈，₅₀₀─₁₅，₅₀₀＋

₀．₉₉─₁₀₀ ×
₁₃２─₁₃₆ ＋ ₀─₀ ×

₀─₀ ＋
₀─₀ ×

₀─₀ ）× ₇₆．₈₇──────────₇₅．₈₈＋₀．₉₉＋ ₀＋ ₀

（ 市 場 単 価） ＋（ ₀─₀ × ₀─₀ ）× ₀─₀

（構成比調整） ＋ ₁₀₀ － ₄．₇₉ － ₁₈．₃₄－ ₇₆．₈₇ －  ₀─────────────────₁₀₀ ｝
積算単価（Ｐ′）［東京 R₅．₄］＝ ２１，₇２₉ × ₁．₁₅₉₇₃₁₇₃₄ ≒ ２₅，₁₉₉．₈₁₀₈ ≒ ２₅，２₀₀ ︵円／m₃︶

※（積算単価は，有効数字 ₄ 桁とし， ₅ 桁目以降を切り上げる）

（ ２ ・②・　）₇₄
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第3編　機械設備点検・整備積算基準の解説及び積算例

本書で使用している単価等一覧表
①材料単価 「建設物価」，「Web 建設物価」 令和 5年 4月号 東京地区単価

②労務単価
「公共工事設計労務単価」 令和 5年 3月から適用 東京地区単価
「機械設備製作工」，「機械設備据付工」の標準賃金 令和5年 3月から適用
「電気通信技術者」の標準賃金 令和 5年 3月から適用

③建設機械等賃料 「建設物価」 令和 5年 4月号 関東地区単価
④建設機械等損料 「建設機械等損料算定表（国土交通省）」 令和 5年度版

1 章　一般共通　／617
2 章　水門設備　／628
3 章　揚排水ポンプ設備　／655
4 章　トンネル換気設備・非常用施設　／692
5 章　道路排水設備　／716
6 章　消融雪設備　／727

　積算例で使用している価格は，発注機関（国土交通省，都道府県，市町村等）のものを，
そのまま使用しているものではありません。
　このため，実際の積算や見積りにあたっては，積算・見積り時点，施工場所，購入条件
などを十分考慮した適切な積算価格で算定し，単価表，内訳書を作成して下さい。
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第 ３ 編　機械設備点検・整備積算基準の解説及び積算例

─　　─₆１₈

第 ３　点検・整備費の構成

　点検・整備費の構成は，次のとおりとする。

点検・整備費

点検・整備価格

消費税等相当額

点検・整備原価

一般管理費等

技 術 調 査 費

材 料 費

直 接 経 費

直 接 労 務 費

塗 装 費

共 通 仮 設 費

現 場 管 理 費

点検整備間接費

直 接 材 料 費
補 助 材 料 費

水道光熱電力料
機 械 経 費
特 別 経 費

運 搬 費
派 遣 費
宿 泊 費
安 全 費
技 術 管 理 費

交 通 管 理 費

（ ３ ・①・　）₂
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１ 章　一般共通

─　　─₆１₉

第 ４　点検・整備費の費目
　点検・整備にかかる積算の各費目は，次のとおりとする。
１ 　点検・整備原価
　⑴　材料費
　　　点検・整備にあたって，直接及び補助的に使用される材料の費用である。
　　 １ ）直接材料費

　設備の点検・整備に際して直接消費され，原則として設備の基本的実体となって再現される材
料及び部品の費用である。
　「部品」の例は，次のとおり。

潤滑油，作動油，各種軸受（ベアリング，ピローユニット等），水密ゴム，オイルシール，各種
ストレーナ，各種スイッチ，各種リレー，軸継手，チェーン，スプロケット，ボルト・ナット，
弁及び管継手等

　　 ₂ ）補助材料費
　設備の点検・整備に際して補助的に消費され，作業過程において多くは消滅し，原則として
設備の基本的実体となって再現されない材料の費用である。
　「補助材料」の例は，次のとおり。

接着材料，ハンダ，油脂類（洗浄油，雑油等で潤滑油及び作動油を除く。ただし，軸受給油等
の少量の油脂類は含む），くぎ，ウエス，サンドペーパ，筆塗程度の塗料等

　⑵　直接経費
　点検・整備を実施するために必要な水道光熱電力料，機械経費，特別経費，交通管理費に要す
る費用である。

　　 １ ）水道光熱電力料
　　　　点検・整備を実施するために必要とする電力料等である。
　　 ₂ ）機械経費

　設備の点検・整備を実施するために必要とする機械器具の経費で，機械損料，運転経費及び仮
設材の損料の合計額である。

　　 ３ ）特別経費
　　　　点検・整備にかかる材料分析等に必要とする特別費用である。
　　 ₄ ）交通管理費
　　　　設備の点検・整備を実施するために必要とする交通管理等に要する費用である。
　⑶　直接労務費
　　　点検・整備に直接従事する作業者に対して支払われる賃金である。
　　　（直接工の例）点検整備工，普通作業員等
　　　　点 検 整 備 工…直接点検・整備に従事する工員
　　　　普通作業員等…設備周辺の除草，排泥，清掃等を行う現地採用の作業員
　⑷　塗装費
　　　点検・整備に伴う部分的な補修塗装に要する費用である。

（ ３ ・①・　）３
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第 ３ 編　機械設備点検・整備積算基準の解説及び積算例

─　　─₆₂₀

　⑸　共通仮設費
　　　共通仮設費の項目及び内容は，次のとおりとする。
　　 １ ）運搬費

　点検・整備に使用する機械器具，仮設材（足場等）の運搬及び現場内における器材の運搬に
要する費用である。

　　 ₂ ）派遣費
　点検整備工を派遣する会社の所在地から現場までの派遣に要する費用で，旅費及び日当，宿
泊費，賃金，間接費である。

　　 ３ ）宿泊費
　　　　点検整備工の現地での作業期間における宿泊に要する費用である。
　　 ₄ ）安全費
　　　　当該業務の安全施工に必要な安全管理及び安全施設等に要する費用である。
　　 ₅ ）技術管理費
　　　　点検・整備記録，報告書等の技術管理上必要な資料の作成及び打合せ等に要する費用である。
　⑹　現場管理費
　　　点検・整備にあたって，現場を管理するために要する費用である。

「現場管理費」の項目は，現地採用の作業員の労務管理費，法定福利費，作業員の安全訓練費，
工場・発注者・本支店への電話料，郵便料等，点検・整備に直接使用しない水道光熱電力料，
保険料，現場での交際費，雑費等

　⑺　点検整備間接費
　　　点検整備工を派遣する会社の点検整備部門を管理運営するために要する費用である。

「点検整備間接費」の項目は，間接工・管理業務者（管理技術者を含む）の給料，賞与及び
諸手当，法定福利費，退職金，旅費交通費，会議費，交際費，福利厚生費，動力用水光熱費， 
印刷製本費，教育訓練費，図書費，不動産賃借料，保険料，租税公課，事務用品費，雑費等

２ 　一般管理費等
　「一般管理費（企業全体の管理運営及び財務処理等のために要する費用）」及び「付加利益」である。

「一般管理費」の項目は，役員給与，従業員の給料，賞与及び諸手当，法定福利費，福利厚生費，
退職金，修繕維持費，事務用品費，通信交通費，交際費，不動産賃借料，保険料，減価償却費，
動力用水光熱費，調査研究費，寄附金，租税公課，広告宣伝費，契約保証費，雑費等

「付加利益」の項目は，法人税，都道府県民税，市町村民税，株主配当金，役員賞与，内部留保金，
支払利息割引料，支払保証料，その他営業外費用等

３ 　技術調査費
　点検・整備に関して高度な技術的調査，対策の立案等に要する特別な費用であり，旅費，日当，
宿泊費，賃金，間接費，一般管理費等である。

４ 　消費税等相当額
　　消費税等相当額は，消費税及び地方消費税相当分の費用である。

（ ３ ・①・　）₄
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2 章　水門設備

写真－ ₂ ・₁₆　電動開閉装置
　　　　　　　チェーンカップリング 新グリス油塗布

写真－ ₂ ・₁₅　電動開閉装置 　　　　　　　　
　　　　　　　チェーンカップリング 清掃点検

写真 ₂ ・₁₉　電動開閉装置 　　　　　　　　
　　　　　　ワイヤロープ 新ロープ油塗布　

写真－ ₂ ・₁₇　電動開閉装置　　　　　　　　
　　　　　　　スクリューリミットの清掃点検

写真－ ₂ ・₂₀　電動開閉装置 　　　　　　　　
　　　　　　　ワイヤロープ ロープ径の計測　

写真－ ₂ ・₁₈　電動開閉装置 　　　　　　　
　　　　　　　　ワイヤロープ 損傷の目視点検　

─　　─₆3₁ （ 3 ・②・　）₄
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第 3編　機械設備点検・整備積算基準の解説及び積算例

業　　務　　名 ○○水門設備 点検・整備設計書

業　務　地　名 ○○県○○市○○町○○地先

履　行　期　間 令和○○年○○月○○日から令和○○年○○月○○日

設　計　説　明 　

合計�₁₀，₄₆₁，₀₀₀円（消費税及び地方消費税 ₉₅₁，₀₀₀円を含む） 点検・整備価格 ₉，₅₁₀，₀₀₀円

点検・整備内容 河川用水門� ₈ 門，樋門樋管ゲート� ₄ 門の年点検を ₁回，目視点検を ₅回，Ｄ水門の減速
機及びワイヤロープの潤滑油交換を ₁回行うものである。

設　計　内　訳　書

業務区分 工　種 種　別 細　別 規格単位 数量 単　価 金　額 摘　要

点検・整備 　 　 　 式 ₁ 　 ₇，₆32，₅₈₄ 　

　 水門設備
鋼製ゲート 　 　 〃 ₁ 　 2，₅₆₇，₇₇₄ 　

　 　 年点検 　 　 〃 ₁ 　 ₁，₀₈₀，₅₇₆ 　

　 　 　 補助材料費 　 回 ₁ 　 3₈，₅₉2 第 ₁ 号単価表

　 　 　 直 接 経 費 　 〃 ₁ 　 ₇₇，₁₈₄ 第 ₂ 号　〃

　 　 　 直接労務費 　 〃 ₁ 　 ₉₆₄，₈₀₀ 第 ₃ 号　〃

　 　 目視点検 　 　 式 ₁ 　 ₁，32₀，₇₀₀ 　

　 　 　 補助材料費 　 回 ₅ ₉，₄33 ₄₇，₁₆₅ 第 ₄ 号単価表

　 　 　 直 接 経 費 　 〃 ₅ ₁₈，₈₆₇ ₉₄，33₅ 第 ₅ 号　〃

　 　 　 直接労務費 　 〃 ₅ 23₅，₈₄₀ ₁，₁₇₉，2₀₀ 第 ₆ 号　〃

　 　 潤滑油交換 　 式 ₁ 　 ₄₅，₀₇₇ 　

　 　 　 直接材料費 　 回 ₁ 　 2₆，₁₀₀ 第 ₇ 号単価表

　 　 　 直接労務費 　 〃 ₁ 　 ₁₈，₉₇₇ 第 ₈ 号　〃

　 　 ワイヤロープ
油交換 　 式 ₁ 　 ₁2₁，₄2₁ 　

　 　 　 直接材料費 　 回 ₁ 　 ₈，32₅ 第 ₉ 号単価表

　 　 　 直接労務費 　 〃 ₁ 　 ₁₁3，₀₉₆ 第₁₀号　〃

（つづく）

─　　─₆₄₆ （ 3 ・②・　）₁₉
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2 章　水門設備

業務区分 工　種 種　別 細　別 規格単位 数量 単　価 金　額 摘　要

　 樋門樋管ゲート 　 　 式 ₁ 　 ₅₉3，₅₆₀ 　

　 　 年点検 　 　 〃 ₁ 　 ₁₅₁，₄2₀ 　

　 　 　 補助材料費 　 回 ₁ 　 ₄，₀2₀ 第₁₁号単価表

　 　 　 直 接 経 費 　 〃 ₁ 　 ₁3，₄₀₀ 第₁₂号　〃

　 　 　 直接労務費 　 〃 ₁ 　 ₁3₄，₀₀₀ 第₁₃号　〃

　 　 目視点検 　 　 式 ₁ 　 ₄₄2，₁₄₀ 　

　 　 　 補助材料費 　 回 ₅ 2，3₄₇ ₁₁，₇3₅ 第₁₄号単価表

　 　 　 直 接 経 費 　 〃 ₅ ₇，₈2₅ 3₉，₁2₅ 第₁₅号　〃

　 　 　 直接労務費 　 〃 ₅ ₇₈，2₅₆ 3₉₁，2₈₀ 第₁₆号　〃

　 共通仮設費 　 　 　 式 ₁ 　 ₆₉₅，2₅₀ 　

　 　 共通仮設費
（率分） 　 〃 ₁ 　 ₆₀₆，₀₀₀ 第 ₁ 号内訳書

共通仮設費
（積上げ分） 〃 ₁ ₈₉，2₅₀�

　 　 運搬費 　 〃 ₁ 　 ₀�（必要に応じて計上する）

　 　 派遣費 　 〃 ₁ 　 ₈₉，2₅₀�� 第 ₂ 号内訳書

　 　 宿泊費 　 〃 ₁ 　 ₀�（必要に応じて計上する）

　 　 安全費 　 〃 ₁ 　 ₀�（　　　　�〃�　　　　）

　 　 技術管理費 　 〃 ₁ 　 ₀�（　　　　�〃�　　　　）

純点検・整備費 　 　 〃 ₁ 　 3，₇₆₇，33₄
水門設備鋼製ゲート
＋樋門樋管ゲート
＋共通仮設費－派遣費

　 現場管理費 　 　 〃 ₁ 　 ₇₅₀，₀₀₀ 第 ₃ 号内訳書

　 点検整備間接費 　 　 〃 ₁ 　 3，₀2₆，₀₀₀ 第 ₄ 号　〃

点検・整備原価 　 　 〃 ₁ 　 ₇，₆32，₅₈₄ 　

　 一般管理費等 　 　 〃 ₁ 　 ₁，₈₇₇，₄₁₆ 第 ₅ 号内訳書

点検・整備価格 　 　 　 〃 ₁ 　 ₉，₅₁₀，₀₀₀ 　

消費税等
相当額 　 　 　 〃 ₁ 　 ₉₅₁，₀₀₀ 点検・整備価格×₀．₁₀

点検・整備費計 　 　 　 〃 ₁ 　 ₁₀，₄₆₁，₀₀₀ 　

（つづき）
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第 3編　機械設備点検・整備積算基準の解説及び積算例

第 ₁号 共通仮設費（率分）内訳書

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

共通仮設費（率分） � 式 ₁ 　 ₆₀₆，₀₀₀（注）

計 　 　 　 　 ₆₀₆，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ ₁ ・ ₃  共通仮設費率より。
　　　　対　　 象 　　額＝（直接点検・整備費）＋（無償貸付機械等評価額）＋（支給品費）
　　　　直接点検・整備費＝（材料費）＋（直接経費）＋（直接労務費）＋（塗装費）
　　　　対　　 象 　　額　①（鋼製ゲート）　　　　2，₅₆₇，₇₇₄円
　　　　　　　　　　　　　②（樋門樋管ゲート）　　　₅₉3，₅₆₀円
　　　　�　無償貸付機械等評価額及び支給品費は「直接点検・整備費」に含まれるものを対象とするが，�

ここではそれぞれ ₀円とした。
　　　　共 通 仮 設 費＝対象額×共通仮設費率（河川用水門設備�鋼製ゲートは₁₉％，樋門樋管ゲートは2₀％）
　　　　　　　　　　　　　①（鋼製ゲート）　　　　2，₅₆₇，₇₇₄円×₀．₁₉≒₄₈₇，₈₇₇円
　　　　　　　　　　　　　②（樋門樋管ゲート）　　　₅₉3，₅₆₀円×₀．2₀＝₁₁₈，₇₁2円
　　　　　　　　　　　　　計　①＋②＝₆₀₆，₅₈₉円≒₆₀₆，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

第 2号 派遣費 内訳書

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

派 遣 費 　 式 ₁ ₈₉，2₅₀�（注）

計 　 　 　 　 ₈₉，2₅₀� 　

（注） 　基準「第 ₃ 編   第 ₁ 章 一般共通  ₄ 点検・整備費の積算  ₄－ ₁ 点検・整備原価 ⑸共通仮設費  ₅ ）派遣
費， ₆）宿泊費」より。

　　�　派遣費，宿泊費については共通仮設費率に含まれないため，点検整備工の旅行日における旅費，日当，
宿泊費，賃金，点検整備間接費を積上げるが，ここでは日額旅費（仮定：₈₅₀円）のみ計上した。

　　　　派　 遣　 費＝点検整備工数×日額旅費
　　　　点検整備工数＝（点検整備工の総工数）＝₁₀₅人
　　　　　※（点検整備工の総工数）＝（第 ₆号，第₁₆号単価表の点検整備工合計）× ₅ 回扉体
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（第 3号，第 ₈号，第₁₀号，第₁3号単価表の点検整備工合計）
　　　　　　　　　　　　　　　　＝₁₁．₇2人× ₅ 回＋₄₅．₈3人＝₁₀₄．₄3≒₁₀₅人
　　　　派　 遣　 費＝₁₀₅人×₈₅₀円＝₈₉，2₅₀円

写真－ ₂ ・₂₅　扉体主ローラ 摩耗損傷の目視点検

─　　─₆₄₈ （ 3 ・②・　）2₁

25第3編2章.indd   648 2023/10/18   17:47:12



2 章　水門設備

第 3号 現場管理費 内訳書

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

現 場 管 理 費 　 式 ₁ 　 ₇₅₀，₀₀₀�（注）

計 　 　 　 　 ₇₅₀，₀₀₀� 　

（注）　基準 表－ ₁ ・ ₄  現場管理費率より。
　　　　Ｎ（対象額）＝純点検・整備費
　　　　　　　　　 ＝材料費＋直接経費＋直接労務費＋塗装費＋共通仮設費（派遣費を除く）
　　　　　　　　　 ＝水門設備鋼製ゲート＋樋門樋管ゲート＋共通仮設費－派遣費
　　　　　　　　　 ＝2，₅₆₇，₇₇₄円＋₅₉3，₅₆₀円＋₆₉₅，2₅₀円－₈₉，2₅₀円
　　　　　　　　　 ＝3，₇₆₇，33₄円
　　　　J（現場管理費率）＝₅₁．₈₉Ｎ－₀．₀₆322＝₅₁．₈₉×3，₇₆₇，33₄－₀．₀₆322

　　　　　　　　　　　　≒₁₉．₉22≒₁₉．₉2％（小数第 3位を四捨五入し，第 2位とする）
　　　　現場管理費＝Ｎ（対象額）×Ｊ（現場管理費率）＝3，₇₆₇，33₄円×₀．₁₉₉2
　　　　　　　　　≒₇₅₀，₄₅2≒₇₅₀，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

第 ₄号 点検整備間接費 内訳書

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

点 検 整 備 間 接 費 式 ₁ 　 3，₀2₆，₀₀₀（注）

計 　 　 　 　 3，₀2₆，₀₀₀ 　

（注）　基準 表－ ₁ ・ ₅  点検整備間接費率より。
　　　　水門対象額＝（第3号，第₈号，第₁₀号単価表内の点検整備工合計）＋（第₆号単価表内の点検整備工）× ₅回
　　　　　　　　　＝₁，₀₉₄，2₄₄円＋23₅，₈₄₀円× ₅ 回＝2，2₇3，₄₄₄円
　　　　樋管対象額�＝（第₁3号単価表内の点検整備工）＋（第₁₆号単価表内の点検整備工）× ₅ 回
　　　　　　　　　＝ �₁3₄，₀₀₀円＋ ₇₈，2₅₆円× ₅ 回＝　₅2₅，2₈₀円
　　　　点検整備間接費＝点検整備工費×点検整備間接費率（鋼製ゲート）₁₁₀％，（樋門樋管ゲート）₁₀₀％
　　　　　①（鋼製ゲート）　　2，2₇3，₄₄₄円×₁．₁₀≒2，₅₀₀，₇₈₈円
　　　　　②（樋門樋管ゲート）　₅2₅，2₈₀円×₁．₀₀＝　₅2₅，2₈₀円
　　　　　計　①＋②＝3，₀2₆，₀₆₈円≒3，₀2₆，₀₀₀円（千円未満は切捨て）

第 ₅号 一般管理費等 内訳書

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

一 般 管 理 費 等 　 式 ₁ 　 ₁，₈₇₇，₄₁₆（注）

計 　 　 　 　 ₁，₈₇₇，₄₁₆ 　

（注）　基準 表－ ₁ ・ ₆  標準一般管理費等率より。
　　　　Ｃ（対象額）＝（点検・整備原価）＝₇，₆32，₅₈₄円
　　　　Ｇ（標準一般管理費等率）�＝－₀．₇₄₀2 Log （Ｃ）＋2₉．₇₆≒2₄．₆₆₅

≒2₄．₆₇％（小数第 3位を四捨五入し，第 2位とする）
　　　　一般管理費等＝Ｃ（対象額）×Ｇ（標準一般管理費等率）＝₇，₆32，₅₈₄円×₀．2₄₆₇
　　　　　　　　　　≒₁，₈₈2，₉₅₈円－₅，₅₄2円＝₁，₈₇₇，₄₁₆円（点検・整備価格の端数調整）

─　　─₆₄₉ （ 3 ・②・　）22
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第 3編　機械設備点検・整備積算基準の解説及び積算例

第 ₁号 補助材料費（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ水門設備の年点検）単価表

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

補 助 材 料 費 　 式 ₁ 　 3₈，₅₉2（注）

計 　 　 　 　 3₈，₅₉2 　

（注）　基準 表－ ₁ ・ ₁  補助材料費率（河川用水門設備 鋼製ゲート）より。
　　　　補助材料費＝点検整備工費×補助材料費率 ₄％
　　　　　　　　　＝₉₆₄，₈₀₀円（第 3号単価表）×₀．₀₄＝3₈，₅₉2円

第 2号 直接経費（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ水門設備の年点検）単価表

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

直 接 経 費 　 式 ₁ 　 ₇₇，₁₈₄（注）

計 　 　 　 　 ₇₇，₁₈₄ 　

（注）　基準 表－ ₁ ・ ₂  直接経費率（河川用水門設備 鋼製ゲート）より。
　　　　直接経費＝点検整備工費×直接経費率 ₈％＋積上げ積算による直接経費
　　　　　　　���＝₉₆₄，₈₀₀円（第 3号単価表）×₀．₀₈＋ ₀ 円＝₇₇，₁₈₄円

第 3号 直接労務費（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ水門設備の年点検）単価表

名　　　　称 規　　　　　格 単位 数量 単　価 金　額 摘　　要

点 検 整 備 工 　 人 3₆．₀₀ 2₆，₈₀₀ ₉₆₄，₈₀₀（注）

計 　 　 　 ₉₆₄，₈₀₀ 　

（注）　点検工数＝（標準点検日数×形式補正）×標準点検構成人員＋加算工数＋施設間の移動に伴う拘束工数
　　�　ここでは，扉体形式が単葉扉のため，形式補正（基準 表－ ₂・₁₈）は₁．₀となる。水位計，自家発電設備，
受変電設備の点検は別業務での発注とし，加算工数（基準 表－ ₂ ・₁₉）は計上しない。

　　　基準 表－ ₂ ・ ₃  標準点検構成人員，表－ ₂ ・ ₅  標準点検日数（年点検）より。
　　　　（※）＝（小数第 3位を四捨五入し，第 2位とする）
　　　河川用水門・堰 普通ローラゲート
　　　　　　　　　　　　ｘ（ ₁門当り（各構成毎）扉体面積）
　　　　　　　　　　　　Ｙ（標準点検日数）＝₀．₀₀₄₉ｘ＋₀．3₇
　　　標準点検構成人員　 ₅人／日
　　　　　　 ①（Ａ水門）ｘ＝（₁₀ｍ× ₆ ｍ）＝ ₆₀㎡
　　　　　　　　　　　　Ｙ×門数×人数＝（₀．₀₀₄₉× ₆₀＋₀．3₇）× 2 門× ₅ 人＝ ₆．₆₄人（※）
　　　　　　 ②（Ｂ 〃 ）ｘ＝（₁2ｍ× ₈ ｍ）＝ ₉₆㎡
　　　　　　　　　　　　Ｙ×門数×人数＝（₀．₀₀₄₉× ₉₆＋₀．3₇）× 3 門× ₅ 人＝₁2．₆₀₆≒₁2．₆₁人（※）
　　　　　　 ③（Ｃ 〃 ）ｘ＝（₁₅ｍ× ₈ ｍ）＝₁2₀㎡
　　　　　　　　　　　　Ｙ×門数×人数＝（₀．₀₀₄₉×₁2₀＋₀．3₇）× ₁ 門× ₅ 人＝ ₄．₇₉人（※）
　　　　　　 ④（Ｄ 〃 ）ｘ＝（2₀ｍ× ₇ ｍ）＝₁₄₀㎡
　　　　　　　　　　　　Ｙ×門数×人数＝（₀．₀₀₄₉×₁₄₀＋₀．3₇）× 2 門× ₅ 人＝₁₀．₅₆人（※）

　　　�施設間移動に伴う拘束工数＝₀．₀₇ｘ〔基準 第 ₃ 編 第 ₂ 章  ₂ 点検・整備原価  ₂－ ₁ （ ₆ ）  ₂ ）河川用水
門・堰，ダム用水門設備は，必要に応じて別途積上げるとあるが，当積算では， ₁ ）樋門樋管ゲートの拘
束工数とする。〕

　　　　　　　　　　　　ｘ（点検施設箇所数）＝ ₄ 箇所（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ水門）
　　　　　　 ⑤施設間移動に伴う拘束工数　₀．₀₇× ₄ 箇所× ₅ 人＝₁．₄₀人（※）
　　　点検整備工計　①＋②＋③＋④＋⑤＝3₆．₀₀人
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